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１．生活人間工学
　国際人間工学会 IEA（International Ergonomics 
Association)では人間工学つまりErgonomicsやHuman 
Factors Engineeringを ” Ergonomics（or human 
factors）is the scientific discipline concerned with 
the understanding of interactions among humans 
and other elements of a system, and the profession 
that applies theory, principles, data and methods to 
design in order to optimize human well-being and 
overall system performance. ”と定義しています．い
わゆる人間のwell-being とシステムの働きを最適化する
ことを目的としていることが特長です．
　日常生活に溢れる構造物にはそれぞれ製作者の意図が反
映されていますが，必ずしも利用者の意図と一致するわけ
ではなく，日常生活の多くの物事には無理や無駄が何かし
らあります．無理と無駄は経営工学上看過できない問題で
あり，気づかないうちにじわりじわりと私たちの行動を制
約してきます．しかしながら人の適応力は優れているので，
最適ではない状況に自分を合わせて行動してゆきます．こ
の柔軟性は素晴らしい一つの能力である一方，これに伴う
負担の蓄積が生活の安全性を脅かします．自分自身や身の
回りの危険要因は気付きにくいため安心してしまいがちで
すが，気づかない危険から安全を確保してこそ，あるべき
安心を手に入れることができます．そうした理念に共感す
る学生の皆さんに是非研究室に来ていただきたいと思って
います．
２．生活人間工学研究室の主なテーマ
　2016年度現在所属する学生は大学院生２名，４年生10名，
３年生９名，eスクール４年生３名の計24名です．研究の
性質上，卒業研究，修士論文の研究範囲は様々なので，こ
こでは主なテーマを3つほど紹介します．
１）自転車走行の安全性向上
　2016年の交通事故死亡者数は4,117名で交通戦争と呼ば
れた1970年の16,756名から実に1/4にまで減少しましたが，
2015年と比較すると５名の増加を示しており，減少は底
打ちした感が否めません．諸外国でしばしば提唱される
Vision Zeroへの道はまだ遠く険しいようです．交通事故
に関連して，研究室では日常生活において子どもから高齢
者まで幅広く利用される自転車をとりあげ，自転車交通の
安全性に関する研究を行っています．自転車は道路交通法
上，軽車両と定義されており2013年の法改正の後，取り締
まりが強化されたことも手伝って原則として歩道ではなく
車道を走行するという走行区分の問題がしばしば取り上げ
られています．自転車と歩行者の接触による死亡事故で高
額の賠償請求が課せられる判決があったこと等から，近年，
対歩行者事故に強い関心が高まりました．対歩行者の事故
件数は2017年で2506件です．この10年程度はその前後程度
で推移しており，近年は減少傾向にあります．一方で2017
年の対車両事故件数は94,310件発生しており，極めて深刻
な状況です．この場合被害を受けるのは自転車側がほとん
どなので，自転車は加害者となるよりも被害者となる危険
の方がはるかに重大です．研究室ではこれまでスポーツサ
イクル乗車時の運転姿勢と視認性との関連性，車両の挙動
に対する荷物積載の影響，自転車用ヘルメット着用のイン
センティブの構築，歩行者に対する回避行動の定量的評価
等を取り上げてきました．現在も継続的に自転車の安全性
にかかる研究を行っています．
２）歩行動作の測定と安定性評価
　上記の交通事故による死者数は事故から24時間以内の死
亡が確認されたケースであり，その後死亡に至ったケース
も含めると全部で5,544名ですが，これを含めていわゆる
不慮の事故による死亡者数は2015年1年間で38,195人に上
ります．このうち転倒・転落を原因とするものは7,457件
であり，交通事故による死者数よりも多いことがわかりま
す．研究室では転倒に関する研究として歩行動作の特性を
定量的に測定することで転倒防止に役立てたいと考えてき
ました．これまでに行った歩行に関する研究として，女性
がヒール靴を履いたときの姿勢変化に関する研究がありま
す．ここではヒール靴を正しい姿勢による規則的な歩行動
作を阻害する要因と仮定し，胸椎から仙骨までの2点間の
線分の角度が歩行によってどのように動くかを加速度・角
速度センサーで測定し，時系列的な変化について分析をし
ています．また歩幅を広げるとともに左右方向へのブレ量
を低くする機能を有するウォーキングポールの利用に関す
る研究も実施しました．
３）動作の再現性の評価尺度構築
　スポーツ系の部活動やサークルに所属する学生は自分の
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技術向上に高い関心があります．自分自身の趣味もゴルフ
とスキーなので彼らが研究テーマとして自分の趣味を取り
上げる気持ちはよくわかります．身体動作を習熟するため
に繰り返す練習の効果は試合等で得点等の結果として現れ
ますが，練習通りに身体を動かしているかは感覚的なもの
なので，これを定量的に評価する研究を行っています．卒
業した学生が卒業研究として取り上げたのはテニスのサー
ブでした．サーブ動作自体には選手毎に個性が現れますが，
成功率が高いベテランの選手と成功率が低い初級者との間
では動作の再現性に差があると仮定して動作研究を行いま
す．身体の17箇所で三次元の加速度・角速度を計測するモー
ションキャプチャ（MVN）を選手に取り付け，サーブ動
作を繰り返し測定しました．また運動の再現性を評価する
ために筋電位活動の測定や心拍数などの生理的指標の測定
も行います．現在は弓道やボウリング，ダーツ等それぞれ
得意とする種目を持った学生が同様の研究に取り組んでい
ます．
３．生活人間工学研究室の一年
　毎週のゼミの時間帯で心がけていることとして，学生に
よるディスカッションがあります．特にディスカッション
では必ず一人一つ以上の質問をすることを義務付けていま
す．もちろん苦手な学生も少なくありませんが，ゼミをさ
らに少人数グループにわけることで発言機会を増やすよう
にしています．
　一方で年度内に開催するイベントも幾つか用意していま
す．特に他大学との交流機会を設けることを本研究室の特
徴の一つとしています．以下，生活人間工学研究室の一年
を追ってみます．
・ 春のイベント：新年度が始まる前の３月に新しいゼミ
生の歓迎会が開催されます．主な目的は学生同士の親
睦ですが一度宴席を共にする程度では研究室の理念の
共有とまではいきません．そこでゴールデンウィーク
前に春合宿を開催します．専門ゼミの学生にとっては
最初のまとまった研究発表会です．一方，卒業研究ゼ
ミの学生にとっては翌月の題目提出に向けた研究テー
マの検討会なので，蓄積された知識や技術が研究テー
マに対して妥当であるか検討しなければなりません．
毎年厳しい質疑応答が交わされ，研究テーマが絞り込
まれてゆきます．
・ 夏のイベント：卒業研究の中間発表会を目的とした夏
合宿は年間を通じて最も大きいイベントの一つです． 
人間工学を研究する他大学の研究室と合同で実施しま
す．これまでの合同開催の実績として早稲田大学の他
に，立教大学，昭和大学，東北公益文科大学，長岡科
学技術大学，慈慶医療科学大学院大学，名古屋工業大学，
長野県短大学等があります．いつものゼミとはまた異
なる視点で他大学の教員や学生から意見を頂けるので，
見逃しがちな研究ポイントなどが発見されたりする点
が大変ユニークです．学生や教員どうしの交流により
研究ネットワークを広げられる点でも意義ある取り組
みと考えています．
・ 秋のイベント：夏合宿の検討を経ていよいよ卒業研究
も本実験，本調査を実施する段階になります．所沢キャ
ンパス祭では研究室の活動を紹介した年度もあります
が，一時的なイベントを除き，毎日落ち着いて丁寧な
研究を進めてもらいたいと思います．また機会を見て
施設や工場の見学も実施します．これまでにJAXA（宇
宙航空研究開発機構）やフクダ電子アリーナ（ジェフ
ユナイテッド）などを見学してきました．
・ 冬のイベント：卒業研究の提出期限が１月中旬なので，
学生諸君にとって暮れと正月は追い込みの時期といえ
ます．提出してからも学内の卒業研究発表に向けた準
備を進めるとともに，他大学と合同開催する卒業研究
発表会「人間工学コロキウム」に向けて発表準備をし
ていきます．人間工学コロキウムは2015年度で18回目
を迎えたイベントで，これまで早稲田大学，慶應義塾
大学，東京理科大学，東京都市大学，東海大学，立教
大学，首都大学東京，長野県短期大学等が参加してき
ました．2016年度も引き続き実施する予定です．
　また卒業研究とは直接的な関係はありませんが，レクリ
エーションとしてスキー合宿も実施してきました．小生が
長野市のスキー場運営ボランティアを務めていることから，
これまでも何回か希望する学生と共にスキーに行っていま
す．希望者がいれば今後もレクリエーション活動も続けた
いと思います．
４．今後の研究室について
　生活人間工学研究室で取り扱う分野は特に幅広い視野が
求められる人間科学における人間工学であることから，課
題解決に向けた多面的な視点が必要です．自他共に認める
器用貧乏な多趣味人の教員がいるので，自然科学とともに
社会科学，人文科学について幅広く興味を持つ学生諸君と
共に研究を進めたいと思います．
